
開校 50 周年を祝う 

校長 神野 孝彦   

 

 令和６年度がスタートしました。3 年半余り続いていたコロナ禍の様々な制限

もなくなり、教育活動は動き出しました。今年度の教育活動の充実に向けて、保

護者の皆様方をはじめ、地域の方々のご理解ご協力をいただきながら、久しぶり

にフル回転で一年間の歩みを進めてまいります。 

 

さて、本校は今年度、開校 50 周年を迎えます。周年行事を迎えるにあたり、

本校を支えていただいている方々のご協力により、無事に「開校 50 周年記念事

業実行委員会」が発足し、記念式典を 11 月 2 日（土）に開催する予定です。さ

らに、今年度行われる学校行事（10 月 5 日（土）運動会、3 月 7 日（金）音楽

祭等）は、「開校 50 周年記念…○○○」という名称で開催し、霞台中学校の歴

史に残る行事にしたいと考えております。記念事業を充実させるためには、生徒

たちの力が必要不可欠となります。生徒が記念事業に受け身で対応するのでな

く、主体的に臨むことができるよう指導してまいります。本年度もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               青梅市立霞台中学校 

       学 校 通 信  ～野はひろく～ 令和６年４月号 

【教育スローガン】 

「 花いっぱい 笑顔いっぱい 霞台 」 

～生徒が新しい発見や感動を体験する学校 

【本校の教育目標】 

健全な人間の育成を目指して 

〇 自分も人も大切にしよう 

〇 心もからだも鍛えよう 

〇 自ら学んでいこう 

＜目指す学校の基本的な考え方＞ 

１ 生徒の笑顔があふれ、登校したくなる学校 

生徒が将来の社会人としての夢や目標をもち、自ら主体的に学ぶことに喜びを見出し、 

人生の基盤となる学習の基礎・基本を身に付けることのできる学校 

２ 生徒が教わりたい教師のいる学校 

    教師の深い教育愛のもと、生徒の個性が尊重され、それぞれの信頼関係が確立され、生 

徒が教わりたいと思う学校 

３ 生徒・保護者・地域から信頼され、誇りとされる学校 

    全教育活動を通して、生徒が将来の社会人としての社会規範を習得し、集団としてとも 

に生きる姿勢を学ぶことができ、生徒・保護者・地域から信頼される学校 

４ 安全で安心な学校 

    安全が何事にも最優先されるとともに、人権尊重の精神に則り、生徒一人一人の人権が 

常に大切にされ、安心して学ぶことができる学校 

 

 

 

 



 

 
祝 ユース世界大会出場   ２年Ｃ組 野﨑 日向 さん   

  4 月 11 日～14 日にカナダで行われる国際スキー連盟公認大会「ウィスラーカップ」 

に、U１４ 日本代表選手として出場します。活躍を期待しています。 

 

 


